
４
月
22
日
〜
５
月
１
日
ま
で
、
当
Ｊ

Ａ
青
年
部
が
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
て
播
種

作
業
を
行
っ
た
。
去
年
ま
で
苗
の
移
動

作
業
を
午
前
中
に
行
っ
て
い
た
の
だ

が
、
今
年
は
午
後
に
行
う
日
を
設
け
た
。

午
後
に
行
う
事
に
よ
り
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
が
温
ま
り
、
温
度
の
変
動
が
少
な
い

こ
と
で
苗
の
生
育
不
良
に
繋
が
る
ス
ト

レ
ス
が
軽
減
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

為
で
あ
る
。

青
年
部
は
熱
い
中
声
を
か
け
合
い
、

今
年
も
「
青
天
の
霹
靂
」
全
量
一
等
米

を
願
い
な
が
ら
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
た
。

５
月
４
日
か
ら
、
当
Ｊ
Ａ
本
所
に
て

開
葯
作
業
が
始
ま
っ
た
。

今
年
度
か
ら
新
し
く
中
型
全
自
動
葯

採
取
機
を
２
台
設
置
し
た
。
従
来
機
よ

り
葯
以
外
の
部
分
を
排
出
す
る
際
の
手

間
が
省
け
、
さ
ら
に
花
補
充
口
が
大
き

く
な
っ
た
た
め
、
花
投
入
を
ス
ム
ー
ズ

に
出
来
る
。
多
く
の
組
合
員
の
方
々
に

利
用
し
て
頂
き
「
早
く
て
い
い
」「
面

倒
な
作
業
が
な
く
て
い
い
」
等
の
声
を

頂
き
評
判
は
上
々
だ
。
今
ま
で
使
っ
て

い
た
機
械
を
含
め
計
４
台
が
、
フ
ル
稼

働
で
開
約
作
業
を
担
っ
て
い
た
。

Ｓ
Ｓ
に
装
着
す
る
人
工
授
粉
機
を
使
用

す
る
方
法
が
多
く
な
っ
て
い
る
事
か
ら
、

大
量
の
花
粉
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、

開
葯
所
は
葯
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。

５
月
９
日
、
組
合
員
３
人
の
園
地
に

弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部
の
２
、
３

年
生
９
人
が
訪
れ
、
生
活
様
式
な
ど
を

学
ん
だ
。
こ
の
日
は
組
合
員
の
方
に
細

か
い
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
摘
花
作
業

を
行
っ
た
。
ま
た
、
葯
か
ら
ど
の
よ
う

に
花
粉
を
と
っ
て
い
く
の
か
と
て
も
疑

問
だ
っ
た
よ
う
で
、
説
明
に
驚
い
た
様

に
反
応
し
て
い
た
。

学
生
た
ち
は
こ
れ
か
ら
秋
の
リ
ン
ゴ

収
穫
期
ま
で
毎
週
木
曜
日
に
農
家
を
訪

れ
、
相
馬
地
区
の
宵
宮
な
ど
に
も
参
加

し
、
相
馬
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
足

を
運
び
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
た
。

相
馬
庁
舎
に
は
訪
れ
て
い
る
大
学
生

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

５
月
16
日
、
当
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
第
２

回
共
防
連
委
員
会
を
開
催
し
た
。

黒
星
病
の
子
の
う
胞
子
感
染
が
継
続

中
の
為
、
今
後
も
油
断
せ
ず
警
戒
し
、

雨
前
防
除
を
徹
底
し
て
い
く
事
を
再
確

認
し
た
。
ま
た
、
モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ
や

ア
ブ
ラ
ム
シ
等
の
病
害
虫
の
発
生
に
も

注
意
す
る
よ
う
説
明
さ
れ
た
。

散
布
計
画
が
各
共
防
に
よ
っ
て
ず
れ

込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
は
自

分
に
当
て
は
ま
る
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て

し
っ
か
り
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
も
黒
星
病
の
重
点
防
除
時

期
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
薬
剤
散
布
の
際

の
散
布
量
、
散
布
ス
ピ
ー
ド
に
は
再
度
注

意
し
て
防
除
に
取
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

t o p i c s
育
苗
作
業
開
始

01

t o p i c s
開
葯
作
業
本
格
化

02

t o p i c s
相
馬
に
は
初
め
て
が

い
っ
ぱ
い

03

t o p i c s
黒
星
病
の

抑
制
に
向
け
て

04

新型機の感触を確かめる組合員

しっかり資料に目を通し、これからに備
える

育苗マットを続々と補充する青年部員達

開葯所にて花粉になる過程の説明を聞く
大学生
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５
月
17
日
、
第
２
回
巡
回
講
座
が
開

催
さ
れ
た
。
第
１
回
よ
り
も
天
候
に
恵

ま
れ
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

黒
星
病
重
点
防
除
時
期
間
中
の
開
催

と
い
う
事
も
あ
り
、
説
明
は
散
布
計
画

に
比
較
的
多
く
重
点
を
置
い
て
説
明
さ

れ
、
中
南
管
内
で
も
黒
星
病
の
発
病
が

確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
、
再

び
気
を
引
き
締
め
て
い
た
。

ま
た
、
最
近
害
虫
の
発
生
報
告
が
出

て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
対
応

や
適
切
な
薬
剤
の
散
布
な
ど
が
付
け
足

さ
れ
た
。
殺
虫
剤
に
よ
り
防
除
効
果
が

違
う
為
、
い
く
つ
か
殺
虫
剤
の
種
類
が

あ
げ
ら
れ
再
確
認
し
て
い
た
。

相
馬
こ
ど
も
園
で
野
菜
の
栽
培
を
行

う
為
、
16
日
に
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
が
畑
周

り
の
草
と
り
と
施
肥
を
行
い
、
17
日
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
刈
り
と
畑
の
耕
起
を

青
年
部
が
行
な
っ
た
。
２
日
間
と
も
気

温
が
高
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
汗
を
か

き
な
が
ら
も
、
楽
し
く
作
業
し
て
い
た
。

作
業
中
は
園
児
達
が
窓
越
し
に
大
き
い

声
で
応
援
し
て
く
れ
、
部
員
た
ち
の
作

業
を
後
押
し
し
て
く
れ
た
。

今
後
、
女
性
部
員
と
共
に
野
菜
の
定

植
や
病
害
虫
防
除
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、
収
穫
ま
で
応
援
し
て
い
く
。

５
月
19
日
、
ラ
イ
ス
ロ
マ
ン
ク
ラ
ブ

が
田
植
え
を
開
始
し
た
。試
運
転
で
は
、

ヤ
ン
マ
ー
や
ク
ボ
タ
の
人
も
立
会
い
、

事
故
に
繋
が
ら
な
い
様
入
念
に
点
検
し

た
あ
と
、
正
常
に
田
植
え
作
業
を
行

な
っ
た
。

毎
年
東
部
班
か
ら
始
ま
り
牡
丹
斑
へ

作
業
が
移
る
が
、
今
年
は
牡
丹
斑
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
お
互
い

の
班
が
田
植
え
機
の
洗
浄
の
仕
方
な
ど

を
経
験
し
、
こ
の
先
組
織
と
し
て
の
強

化
を
図
っ
て
い
く
。

５
月
20
日
本
所
フ
ル
ー
ツ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
て
選
果
機
の
起
工
式
が
行
わ

れ
、
多
く
の
関
係
者
が
出
席
し
た
。
玉

串
奉
奠
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
事
故
な

ど
が
無
い
よ
う
に
願
い
を
込
め
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
機
械
の
設
置
が
始
ま
り
、

試
運
転
、
調
整
を
重
ね
、
今
年
度
の
リ

ン
ゴ
の
入
庫
に
間
に
合
う
よ
う
作
業
が

行
わ
れ
る
。
ま
た
、
最
新
の
機
械
の
導

入
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的
に
選
果
が

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
者
の
方
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
精
算
を
出
す

こ
と
を
目
標
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

t o p i c s
害
虫
防
除
に
も
注
意
を

05

t o p i c s
園
児
た
ち
の

野
菜
畑
準
備
開
始

06

t o p i c s
今
年
は

牡
丹
斑
か
ら
ス
タ
ー
ト
07

t o p i c s
新
型
選
果
機
の

起
工
式
行
わ
れ
る

08

子供たちの見守る中、気合が入る

関係者一同無事施工が終わることを願う

多くの生産者が参加した講座会場

確認し合いながら作業を行う
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